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Table 1 Nondimensional natural frequencies Mto and
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Fig．7　Unstable　regions　of　a　square　plate：case　II　and　uniformly　distributed　load　q6
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case皿
　｛　i）M十R＝偶数
　　ii）n＋S＝奇数
case　IV
　｛　i）M十R＝偶数
　　ii）11十Sニ＝奇数
｛溜‡§：醸
なる条件を満足したときにのみ生ずる。このように，
case皿，IVのように荷重辺が固定された場合には，
不安定領域の種類は荷重辺が単純支持される場合と著
しく異なると言える。
　（2）応力勾配の影響
　応力勾配の影響を明らかにするために，case皿の
三角形分布荷重および一様圧縮荷重の場合の不安定領
域をFig．6，7に示す。　Fig．3の曲げモーメント荷
重1唾の場合には結合共振が優勢である。　一方，式
（12－c）から明らかなように，Fig．7の一様圧縮荷重
の場合は単純共振のみが存在する。これらに対して，
三角形分布荷重の場合には両者が存在することにな
る。具体的にFig．6の不安定領域に注目すると，結
合共振の幅は狭く，単純共振が卓越する。単純共振に
ついてはFig．7の単純共振とほぼ一致している。　こ
れより，純曲げの場合に卓越する結合共振は軸力成分
が入ってくると，その幅が狭くなることがわかる。
6．まとめ
　本研究は面内変動分布力を受ける長方形板の動的安
定性を各種の境界条件のもとに解析したものである。
本研究で明らかになったことをまとめると次のとおり
である。
（1）曲げモーメントを受ける長方形板の不安定領域は結
合共振が支配的である。その不安定領域の幅は境界条
件の区別に無関係に固有振動数が接近している場合に
広い。
（2）曲げモーメントを受ける長方形板の結合共振の不安
定領域の種類は荷重辺の境界条件によって異なる。
（3）曲げモーメントの他に軸力が作用する長方形板で
は，主の単純共振の不安定領域が広くなり，結合共振
の不安定領域は狭くなる。この結果，不安定領域は一
様分布荷重の場合に近づく。
　数値解析には本学の情報処理センターのFACOM
M－180AD－Hを使用したことを付記する。
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